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Ⅰ　はじめに

以前，われわれは，言語機能や前頭葉機能の評価方法

として英語圏では最もポピュラーな神経心理学的検査の

一つである語想起課題（word finding tasks）を，日本人

の小児に適用するため，「動物」「乗り物」「着る物」の

３つのカテゴリー想起と，「あ」「か」「し」の３つの文

字語想起から構成される小児用語想起課題を開発し，小

学生の基準データを報告した（村井ら，2004）。さらに

その課題を成人に関しても実施し，比較検討を行った

（安井ら，2004）。

また，前回はこれら２つの研究のデータの質的な側面

に注目して，カテゴリー語想起における語の出現頻度を

分析した（中尾ら，2005）。今回の研究では，村井ら

（2004）の「あ」「か」「し」の３つの文字語想起につい

ても語の出現頻度の観点から再分析を行った。前回のカ

テゴリー語想起の研究では成人のデータ（安井ら，2004）

についても同様の分析を行ったが，文字語想起のデータ

では試行後の同音異義語に関するチェックが十分ではな

かったため（同一試行に同じ音の単語が2回以上想起さ

れた場合は後で意味を確認したが，それ以外の場合には

特に確認をしなかった），村井ら（2004）と同様の分析

を行うのは不可能であった。なお，村井ら（2004）のデ

ータに関しては，全ての想起語について試行直後に意味

のチェックを行っていた。

Ⅱ　対象と方法

対　象

今回の研究では，村井ら（2004）の大阪府および奈良

県の公立小学校１年生69名（男子32名，女子37名），３

年生50名（男子23名,女子27名），５年生32名（男子17

名，女子15名）のデータを使用した。

材　料

村井ら（2004）の文字語想起課題では「あ」「か」「し」

の３つ文字（頭音）が使用されている。

手続き

文字語想起課題は，１対１の面接形式で「動物」「乗

り物」「着る物」の３つのカテゴリー語想起課題の後に

連続して実施された。

検査者は被検者に「今度は『始まることば』という問

題です。例えば『さ』で始まることばと言われたら，あ

たまに『さ』がつくことばをできるだけたくさん言いま

しょう。『人の名前』や『国や県の名前』，『数字』はだ

めです。」という共通の教示の後で，「『あ』ではじまる

ことばをできるだけたくさん言ってください。」「『か』

ではじまることばをできるだけたくさん言ってくださ

い。」，「『し』ではじまることばをできるだけたくさん言

ってください。」という教示を与えた。

検査者は「はい」の合図で試行の開始と終了を被検者

に告げるとともに，被検者の反応をすべて記録した。ま
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た，各試行の終了の度に，同音異義語や意味が分かりに

くい語の意味の確認を行った。課題内での施行順序は被

験者ごとにランダムとした。

Ⅲ　結果

村井ら（2004）の文字語想起課題の「あ」で始まる単

語を出現頻度（出現率）順に整理し，２名以上に出現し

たものを表１に示す。なお，学年毎のデータについても

表の右側に同時に示した。

１名にのみ出現した単語に関しては以下に示す。

＜１年生＞アース，あいうえお，青空（あおぞら），

青林檎（あおりんご），赤帽子（あかぼうし），明るい

（あかるい），空地（あきち），空き瓶（あきびん），呆れ

る（あきれる），アクション，憧れ（あこがれ），浅蜊

（あさり），あそこ，新しい（あたらしい），アップルパ

イ，集まる（あつまる），穴熊（あなぐま），アニメ，あ

の子（あのこ），油（あぶら），油虫（あぶらむし），余

り（あまり），網戸（あみど），編む（あむ），飴玉（あ

めだま），菖蒲（あやめ），歩き（あるき），ある日（あ

るひ），アロエ，アンカー，餡餅（あんもち）

＜３年生＞アーモンド，合鍵（あいかぎ），合鴨（あ

いがも），愛犬（あいけん），アイスクッキー，青紫（あ

おむらさき），赤鉛筆（あかえんぴつ），赤キャベツ（あ

かキャベツ），赤鼠（あかねずみ），赤紫（あかむらさき），

空き箱（あきばこ），秋物（あきもの），厚紙（あつがみ），

当て物（あてもの），雨合羽（あまがっぱ），天の川（あ

まのがわ），雨かんむり（あめかんむり），操り人形（あ

やつりにんぎょう），歩み（あゆみ），有る（ある），暗

号（あんごう），餡子屋（あんこや），暗殺（あんさつ），

暗算（あんざん）

＜５年生＞アーメン，合言葉（あいことば），赤い花

（あかいはな），赤い羽根（あかいはね），赤組（あかぐ

み），赤白帽（あかしろぼう），赤信号（あかしんごう），

アカデミー，赤旗（あかはた），あかん，空き箱（あき

ばこ），欠伸（あくび），明け方（あけがた），開ける

（あける），足長蜂（あしながばち），甘口（あまくち），

アマゾン，アマチュア，余る（あまる），アラジン，ア

リクイ，蟻んこ（ありんこ），泡（あわ），アンキロザウ

ルス，アンクルホーン，杏（あんず），アンモナイト。

表１　「あ」で始まる単語の想起頻度（出現率） 
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次に「か」で始まる単語を出現頻度（出現率）順に整理

し，２名以上に出現したものを表２に示す。

１名にのみ出現した単語に関しては以下に示す。

＜１年生＞カウボーイ，海洋（かいよう），書き込む

（かきこむ），書き取り（かきとり），柿の種（かきのた

ね），隠れる（かくれる），駆けっこ（かけっこ），貸し

出しカード（かしだしカード），貸し手（かして），化石

（かせき），肩揉み（かたもみ），河童（かっぱ），悲しむ

（かなしむ），蟹挟み（かにばさみ），構える（かまえる），

紙皿（かみざら），紙風船（かみふうせん），痒い（かゆ

い），痒いとこ（かゆいとこ），痒み止め（かゆみどめ），

カラー模様（カラーもよう），瓦（かわら），観客（かん

きゃく），漢字テスト（かんじテスト），寒鰤（かんぶり）。

＜３年生＞飼う（かう），科学（かがく），書き順（か

きじゅん），書き物（かきもの），角（かく），確認（か

くにん），家計（かけい），風車（かざぐるま），瘡蓋

（かさぶた），賢い（かしこい），菓子パン（かしパン），

齧る（かじる），霞草（かすみそう），家族（かぞく），

片栗（かたくり），片目（かため），活躍（かつやく），

蟹蒲（かにかま），蟹座（かにざ），花瓶（かびん），株

（かぶ），釜飯（かまめし），噛付く（かみつく），噛む

（かむ），火薬（かやく），唐揚げ（からあげ），空っぽ

（からっぽ），空手（からて），カレンダー，可愛い（か

わいい），考える（かんがえる），換気（かんき），間食

（かんしょく），乾燥機（かんそうき）。

＜５年生＞母ちゃん（かあちゃん），カーブミラー，

会（かい），怪獣（かいじゅう），改良（かいりょう），

鏡（かがみ），角砂糖（かくざとう），加工（かこう），

飾り物（かざりもの），カジノ，歌手（かしゅ），果汁

（かじゅう），カツ，家庭科（かていか），角（かど），門

松（かどまつ），叶う（かなう），カビ，カミツキガメ，

ガメラ，家紋（かもん），カラオケ，辛子明太（からし

めんたい），借り物（かりもの），カルシュウム，鰈（か

れい），棺桶（かんおけ），関係（かんけい），感じ（か

んじ）。

表２　「か」で始まる単語の想起頻度（出現率） 
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次に「し」で始まる言葉を出現頻度（出現率）順に整

理し，２名以上に出現したものを表３に示す。

１名にのみ出現した単語に関しては以下に示す。

＜１年生＞幸せ（しあわせ），シーディ（CD），シー

フード，仕掛け（しかけ），叱られる（しかられる），シ

クラメン，歯垢（しこう），支持（しじ），シージー

（CG），静かに（しずかに），失敗（しっぱい），品川

（しながわ），渋谷（しぶや），縞模様（しまもよう），締

まる（しまる），しゃっくり，朱色（しゅいろ）。

＜３年生＞試合（しあい），飼育（しいく），シーツ，

シーディーラジカセ（CDラジカセ），シール，塩水（し

おみず），栞（しおり），歯科検診（しかけんしん），叱

る（しかる），仕組み（しくみ），質問（しつもん），死

ぬ（しぬ），写真（しゃしん），週刊誌（しゅうかんし），

醤油（しょうゆ），私立（しりつ），シルク，シロップ，

白山羊（しろやぎ），シンカー，新学期（しんがっき），

深呼吸（しんこきゅう），深刻（しんこく），寝室（しん

しつ），新車（しんしゃ），新人（しんじん），新鮮（し

んせん），シンバル。

＜５年生＞市（し），シーシーレモン（CCレモン），

司会者（しかいしゃ），仕返し（しかえし），鹿煎餅（し

かせんべい），識別（しきべつ），仕切りなおし（しきり

なおし），死後（しご），支所（ししょ），詩人（しじん），

シスター，子孫（しそん），湿気（しっけ），しつこい，

支店（してん），死人（しにん），柴犬（しばいぬ），シ

ベリア特急（シベリアとっきゅう），資本（しほん），仕

舞う（しまう），島国（しまぐに），僕（しもべ），霜焼

け（しもやけ）、しゃあない，シャワー，就学（しゅう

がく），修正テープ（しゅうせいテープ），修行（しゅぎ

ょう），主催（しゅさい），将棋（しょうぎ），少々（し

ょうしょう），しょんべん，シリアル，シリーズ，支離

滅裂（しりめつれつ），試練（しれん），深海魚（しんか

いぎょ），殿（しんがり），蜃気楼（しんきろう），死ん

だ人（しんだひと），シンナー，辛抱（しんぼう），森林

（しんりん）。

表３　「し」で始まる単語の想起頻度（出現率） 
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Ⅳ　考察

先に報告したカテゴリー語想起の質的な側面に関して

は，比較可能な先行研究がカテゴリーの典型性，概念発

達，語彙獲得等の研究として存在したが（北尾・菊野,

1975; 国立国語研究所, 1981; 杉村・市川, 1975）,文字語

想起の質的な側面に関しては比較可能な先行研究がほと

んど存在しない。その理由の一つは，データの収集・分

析における方法的な困難さに由来すると考えられる。カ

テゴリー語想起課題の場合にはあまり問題にならない，

文字語想起課題に特有かつ重大な問題点としては，同音

異義語の取り扱い，名詞以外の語の変化形の取り扱い，

及び複合語の取り扱いがある。

ほぼ唯一の比較可能な先行研究として，国立国語研究

所（1981）の清音44，濁音18，半濁音５の頭音（文字）

語想起の研究があるが，これは１回につき13～14頭音

について筆答する形での調査であり，またその性質上同

音異義語の十分な検討は行われていない。例えば，この

研究では小学２年生と４年生の共通の１位は「あめ」で

あるが，「飴」と「雨」のどちらであるのかの区別はさ

れていない。これに関してはわれわれのデータでは「飴」

の方が圧倒的に多いことが分かる。しかし，われわれの

方法は今回の３文字程度の試行ならばそれほど大変では

ないが，多くの文字に関して実施する場合には被検者に

とっても検査者にとっても負担が大きい。学校現場での

実施や低学年への実施は事実上不可能であろうし，仮に

実施したとしても疲労や集中力の低下がデータに影響を

与える可能性が高い。

今後データの分析方法に関してもさらに検討を進める

予定であるが，現時点でも確認されている特徴として，

①出現する語彙は非常に多岐に渡っており，多くの被検

者に共通して出現している文字が意外なほど少ないこ

と，②出現した単語は圧倒的に名詞が多いことを挙げて

おこう。特に前者については，50％以上の被検者に共通

して想起された単語は，「あ」では蟻（あり），「か」で

は烏（からす），「し」では鹿（しか），とわずか１語ず

つにとどまった。これらの知見は，この検査をカテゴリ

ー語想起課題と比較した場合の課題としての難しさ（被

検者にとっての），この課題の遂行を可能にしている心

理的なメカニズムとその神経学的基盤，あるいはその発

達的変化を解明する上でも重要な示唆を与えるものであ

ると考えられ，分析方法の開発を含めてさらなる検討が

必要である。
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